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平
成
19
年
の
幕
開
け
と
と
も

に
、
御
宿
町
の
20
歳
を
迎
え
た

87
名
（
男
性
41
名
、
女
性
46
名
）

が
大
人
と
し
て
の
ス
テ
ー
ジ
に

踏
み
出
し
ま
す
。

　

成
人
の
門
出
を
祝
う
成
人
式

が
、
１
月
８
日
に
町
公
民
館
で

開
か
れ
、
艶
や
か
な
振
り
袖
や

ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

な
る
べ
く
自
分
た
ち
で
行
い

た
い
と
新
成
人
に
よ
る
司
会
進

行
で
式
典
が
始
ま
り
、
井
上
町

長
か
ら
は
「
社
会
人
と
し
て
感

謝
と
自
覚
を
胸
に
、
挑
戦
す
る

勇
気
と
気
力
を
持
ち
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
ベ

ス
ト
を
尽
く
さ
れ
る
よ
う
祈
念

し
ま
す
」
と
激
励
。
ま
た
、
来

賓
の
方
々
か
ら
の
祝
辞
を
真
剣

に
受
け
止
め
、
新
成
人
と
し
て

責
任
と
自
覚
を
感
じ
て
い
る
様

子
で
し
た
。

　

式
典
後
は
、
友
人
と
の
会
話
、

恩
師
と
の
記
念
撮
影
な
ど
、
久

し
ぶ
り
の
再
会
で
会
場
は
賑
わ

い
ま
し
た
。

情熱と行動に
次代を期待
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私
た
ち
は
、
こ
の
御
宿
町
に
生

ま
れ
て
か
ら
無
事
に
20
年
の
月
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
家
族
や
友
人
、
周
り
の

方
々
の
お
陰
と
思
い
、
感
謝
の

気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　

今
ま
で
過
ご
し
て
き
た
20
年

間
、「
青
い
海
、
白
い
砂
浜
な
ど

の
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
、
充

実
し
た
文
化
・
教
育
施
設
、
そ

し
て
心
温
か
い
方
々
」、
今
、
あ

ら
た
め
て
、
こ
の
御
宿
町
に
生

ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
成
人
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
大
人

と
し
て
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
後
先
を
考
え

ず
に
行
動
し
て
し
ま
う
こ
と
も

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
大

人
と
し
て
の
自
覚
を
し
っ
か
り

持
ち
、
立
派
な
社
会
人
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
道
は

違
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢

に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
の

で
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
一
日
も
早
く
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
日
々
努

力
を
し
、
実
り
あ
る
人
生
を
送

る
こ
と
を
お
誓
い
し
て
、
成
人

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

式典の司会進行を務める

　鶴岡洋祐さん・石井恵理香さん

町長から記念品を受け取る西川和代さん

来賓の激励に耳を傾ける新成人

今年の新成人は８７名

成人代表　天津　　健

　　　　　松本　加奈

成人の言葉

祝 成 人
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守
り
に
揺
る
ぎ
な
し

　御宿町消防団出初式が１月７日に須賀多目的広場で挙行されました。

　毎年出初式では日ごろから訓練しているポンプ操法や小隊訓練、分列

行進を披露していますが、今年は前日からの雨の影響で会場の状態が悪

かったことから、消防活動における功労者や防災・防火ポスター展の表

彰などの式典と放水試験が行われました。

平
成
19
年
町
消
防
団
出
初
式

御
宿
町
長
賞

　

御
宿
小
３
年　
　

本
田
七
菜
実

御
宿
町
消
防
団
長
賞

　

布
施
小
６
年　
　

古
谷
麻
美
子

御
宿
町
教
育
長
賞

　

御
宿
小
６
年　
　

大
野　

貴
広

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
消
防
長
賞

　

御
宿
小
５
年　
　

椎
木　

博
崇

夷
隅
郡
市
防
火
安
全
協
会
長
賞

　

布
施
小
２
年　
　

吉
田
椋
太
朗

（
社
）千
葉
県
危
険
物
安
全
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　

連
合
会
長
賞

　

岩
和
田
小
４
年　

吉
野　

桃
代

防
災
・
防
火

 

ポ
ス
タ
ー
展
表
彰
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千
葉
県
知
事
功
労
章

本
部
分
団
長　
　
　
　

吉
野
民
夫

千
葉
県
知
事
精
勤
章

本
部
長　
　
　
　
　
　

根
本
典
正

防
災
対
策
監
章

第
６
分
団
副
分
団
長　

鈴
木
康
功

第
８
分
団
副
分
団
長　

吉
野
栄
一

第
10
分
団
副
分
団
長　

榎
本
成
弘

千
葉
県
消
防
協
会
長
功
労
章

第
７
分
団
分
団
長　
　

石
井
博
之

千
葉
県
消
防
協
会
長
精
勤
章

第
２
分
団
分
団
長　
　

小
林　

明

第
４
分
団
分
団
長　
　

神
定
浩
明

千
葉
県
消
防
協
会

夷
隅
支
部
長
特
別
功
労
章

副
団
長　
　
　
　
　
　

神
定
善
男

千
葉
県
消
防
協
会

夷
隅
支
部
長
功
労
章

第
７
分
団
副
分
団
長　

水
上　

登

千
葉
県
消
防
協
会

夷
隅
支
部
長
精
勤
章

第
１
分
団
分
団
長　
　

君
塚
桂
一
郎

第
８
分
団
分
団
長　
　

吉
野
信
次

第
10
分
団
分
団
長　
　

君
塚
三
喜
雄

御
宿
町
長
功
労
章

第
２
分
団
副
分
団
長　

水
谷
和
男

第
７
分
団
部
長　
　
　

藤
江
正
巳

第
１
分
団
班
長　
　
　

吉
田
全
一

第
３
分
団
班
長　
　
　

花
﨑
雅
彦

第
４
分
団
班
長　
　
　

渡
辺
英
紀

第
６
分
団
班
長　
　
　

三
上
孝
晴

第
８
分
団
班
長　
　
　

吉
野
健
一

第
10
分
団
班
長　
　
　

佐
藤　

豊

御
宿
町
消
防
団
長
精
勤
章

第
１
分
団
班
長　
　
　

松
本
秀
樹

第
３
分
団
班
長　
　
　

髙
山
広
伸

第
４
分
団
班
長　
　
　

神
定　

徹

第
10
分
団
班
長　
　
　

酒
井
千
明

第
２
分
団
団
員　
　
　

滝
口　

清

第
６
分
団
団
員　
　
　

殿
城
暢
啓

第
７
分
団
団
員　
　
　

鶴
岡
義
孝

第
８
分
団
団
員　
　
　

吉
野
敏
明

御
宿
町
消
防
団
長
特
別
功
労
章

（
第
39
回
夷
隅
支
部
消
防
操
法
大

会
出
場
団
員
）

第
７
分
団
班
長　
　
　

髙
田　

誠

第
７
分
団
班
長　
　
　

東　

暁
夫

第
７
分
団
班
長　
　
　

小
松
俊
信

第
７
分
団
団
員　
　
　

埋
田　

斉

第
７
分
団
団
員　
　
　

市
東
秀
一

出
初
式
表
彰
者

　

消
防
団
は
小
川
消
防
団
長
を

中
心
に
一
致
団
結
し
、
昼
夜
を
問

わ
ず
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た

め
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
２
件
の
建
物
火
災
が

発
生
し
ま
し
た
が
、
迅
速
か
つ
的

確
な
消
火
活
動
に
よ
り
、
延
焼
も

な
く
、
最
小
限
の
被
害
で
と
ど
ま

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
、
地
震
や
津
波

等
の
大
災
害
へ
の
対
応
に
加
え
、

武
力
攻
撃
発
生
時
の
避
難
誘
導
な

ど
、
非
常
時
に
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
防
災
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
り
な
が
ら
、
郷
土
愛
護

の
も
と
、
広
域
消
防
や
地
域
住
民

と
協
力
し
、
無
火
災
・
無
災
害
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

無火災・無災害のまち
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神
樂
さ
ん
は
、
昭
和
50
年

10
月
に
御
宿
町
議
会
議
員
に

初
当
選
し
て
以
来
、
平
成
３

年
９
月
に
勇
退
さ
れ
る
ま
で

の
４
期
16
年
の
永
き
に
わ
た

り
地
方
自
治
の
振
興
、
発
展

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
議
会
総
務
常
任

委
員
会
副
委
員
長
や
同
委
員

会
委
員
長
と
し
て
、
卓
越
し

た
指
導
力
の
も
と
、
御
宿
町

総
合
計
画
の
確
実
か
つ
柔
軟

な
遂
行
や
時
代
要
請
に
即
し

た
行
財
政
の
適
正
な
運
営
、

さ
ら
に
は
議
会
の
円
滑
な
運

営
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の
基

盤
整
備
を
は
じ
め
、
教
育
施

設
の
整
備
、
住
民
福
祉
の
充

実
、
さ
ら
に
は
観
光
行
政

の
推
進
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
町
が
千
葉
県
と

協
力
し
て
推
進
し
た
夷
隅
地

区
開
発
事
業
を
進
展
さ
せ
、

現
御
宿
台
区
の
宅
地
造
成
に

よ
る
流
入
人
口
の
増
加
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
る
な
ど
、
高

邁
な
政
治
信
念
を
も
っ
て
地

方
自
治
の
発
展
や
住
民
福
祉

の
向
上
に
多
大
な
功
績
を
残

さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労
叙
勲

〜
永
年
の
功
績
を
讃
え
〜旭日単光章

神樂 祐司（88歳）

　御宿の海女は房総海女として、白浜の海女ととも

に著名であり、舳倉島・伊勢志摩の海女とともに日

本の三大海女として全国的に有名です。

　御宿町では「貝海女具一式」を有形民俗文化財と

して指定しており、歴史民俗資料館で管理していま

すが、その他にも平成１６年１０月に海女の活動記

録を写真に収めた「御宿の海女の群像」のネガ３１

枚を有形民俗文化財として指定しています。

　現在、海女の数は減少をたどり、若い後継者は皆

無な状況にあります。御宿の代名詞でもあった海女

の活動を後世に伝える貴重な資料として、このよう

な海女具や記録写真など長く保存していく必要があ

ります。貝海女具一式の写真

－文化財・記念物－

後世に継ぐ
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皆
さ
ん
は
「
障
害
者
・
高

齢
者
」こ
の
言
葉
を
見
た
り
、

聞
い
た
り
し
て
、
ど
ん
な
こ

と
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
人
の
経
験
や
環

境
、
テ
レ
ビ
な
ど
か
ら
得
た

情
報
の
違
い
に
よ
っ
て
、
考

え
方
は
様
々
だ
と
思
い
ま

す
。

　

私
は
小
学
生
の
時
か
ら
、

こ
の
こ
と
に
興
味
が
あ
り

ま
し
た
。
老
人
ホ
ー
ム
へ
行

っ
た
り
、
障
害
者
の
方
と
同

じ
体
験
を
し
た
り
し
て
き
ま

し
た
。
自
分
自
身
が
感
じ
て

き
た
こ
と
や
経
験
も
踏
ま
え

て
、
障
害
者
の
方
や
高
齢
者

の
方
に
つ
い
て
、
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
目
隠
し
を
し
て
、

階
段
や
体
育
館
な
ど
を
歩

き
ま
し
た
。
平
ら
な
道
だ
け

で
も
十
分
大
変
で
、
階
段
を

歩
く
こ
と
な
ん
て
支
え
て
も

ら
わ
な
い
と
怖
く
て
た
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
次
は
点
字

で
し
た
。
あ
の
小
さ
な
点
を

頼
り
に
文
字
を
読
み
、
目
が

見
え
な
く
な
っ
て
か
ら
勉
強

す
る
人
は
と
て
も
大
変
だ
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
に
は
想

像
も
で
き
な
い
く
ら
い
の
努

力
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

ね
。
車
い
す
に
も
乗
っ
て
み

ま
し
た
。
曲
が
っ
た
り
、
段

差
を
越
え
た
り
、
初
め
て
乗

っ
た
私
は
全
く
使
い
こ
な
せ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
体
験
で
感
じ
た
こ
と

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
や

階
段
な
ど
が
、
ど
ん
な
に
大

変
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
、
ス
ロ
ー
プ
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
な
ど
「
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」
が
実
現
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
色
々
な
人
に
と
っ

て
、
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　

老
人
ホ
ー
ム
へ
行
っ
た
と

き
の
こ
と
で
す
。
老
人
ホ
ー

ム
に
は
、
高
齢
者
の
方
で
も

動
き
や
す
い
よ
う
に
、
段
差

は
な
く
、
壁
に
は
す
べ
て
手

す
り
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
日
、
老
人
ホ
ー
ム
に
い

た
方
た
ち
は
、
家
に
一
人
で

暮
ら
し
て
い
る
高
齢
者
の
方

で
、
週
に
数
回
通
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
一
人
で
住
む
こ

と
は
ど
ん
な
に
心
細
い
で
し

ょ
う
。
も
し
私
だ
っ
た
ら
、

不
安
で
た
ま
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
方
た
ち
の
た

め
に
、
町
で
は
、
一
人
暮
ら

し
の
方
の
家
へ
訪
問
す
る
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
と

て
も
良
い
こ
と
で
す
。

　

私
は
、
体
の
不
自
由
な
方

の
と
こ
ろ
で
、
た
く
さ
ん
役

に
立
っ
て
い
る
盲
導
犬
や
介

助
犬
な
ど
の
本
を
読
ん
だ
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

盲
導
犬
は
、
外
出
の
と
き

は
目
的
地
ま
で
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
た
り
、
電
車
な
ど
で

席
を
見
つ
け
て
く
れ
た
り
、

と
て
も
優
秀
だ
っ
た
こ
と

が
、
私
の
頭
の
中
に
今
で
も

残
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
特

別
な
訓
練
が
大
変
で
盲
導
犬

や
介
助
犬
な
ど
は
数
が
少
な

く
、
た
く
さ
ん
の
方
が
待
っ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
少
し

で
も
多
く
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

体
が
不
自
由
な
方
は
介
助

犬
。
目
の
不
自
由
な
方
は
点

字
や
盲
導
犬
。
耳
が
不
自
由

な
方
は
手
話
な
ど
、
色
々
な

手
段
が
あ
り
ま
す
が
、
周
囲

の
人
に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
、

明
る
い
毎
日
が
あ
る
の
で

す
。

　

皆
さ
ん
は
、
街
で
困
っ
て

い
る
方
に
出
会
っ
た
ら
ど
う

し
ま
す
か
。
私
は
、
何
が
で

き
る
か
を
考
え
て
み
ま
し

た
。
高
齢
者
の
方
だ
っ
た

ら
、
一
言
で
も
声
を
か
け
て

あ
げ
た
い
で
す
。
近
所
の
お

年
寄
り
と
お
話
し
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
私
は
大
き
な

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
少

し
ず
つ
支
え
て
あ
げ
る
こ
と

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
私
は
、
そ
の
人

の
身
に
な
っ
て
、
自
分
に
何

が
で
き
る
か
、
し
っ
か
り
分

か
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
も
、
体
が
不
自
由
で
困
っ

て
い
る
人
も
、
み
ん
な
が
仲

良
く
、
住
み
や
す
く
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
そ
こ
に

住
ん
で
い
る
人
が
、
み
ん
な

理
解
し
合
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
一
人
で
も
理
解
し
合
う

こ
と
が
で
き
な
い
人
が
い
る

と
、
全
部
が
崩
れ
て
し
ま
う

の
で
、
そ
ん
な
こ
と
が
な
い

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

最
後
に
、
世
界
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
が
、
苦
し

い
思
い
を
せ
ず
、
楽
し
く
明

る
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
一

人
ひ
と
り
が
努
力
し
て
く
れ

る
こ
と
願
っ
て
い
き
た
い
で

す
。（
抜
粋
）

平成18年度    「いい歯の日川柳コンクール」御宿町入選作品

「義歯入り 婆は食欲 旺盛なり」   佐久田みさ子 さん

「年老いて 残る歯数ふ いい歯の日」  齊 藤  武 さん

「歯を磨く ついでに妻は 牙磨く」  君 塚 一 雄 さん

　夷隅郡市歯科医師会による「いい
歯の日川柳コンクール」が行われま
した。今年度は６点の入選作品があ
り、そのうち御宿町からは３点の入
選がありましたので、ご紹介します。

中学生人権作文コンテスト入賞

すべての人が住みよい世界に

御宿中１年  松 田  理 歩
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小さなサンタが歌のプレゼント

　御宿児童合唱団は、１１月２３日に老

人ホーム外房でコンサート交流会を行い

ました。童謡や懐かしいメロディを歌い、

お年寄りも手拍子をしたり、一緒に口ず

さむなど、歌を通してお互いに触れ合い

ました。「また、来てくださいね。」と声

をかけられた児童は、恥ずかしがりなが

ら「元気でね。また来るね。」と約束を交

わしました。

御宿児童合唱団コンサート交流会

サンタクロース訪問事業

サンタが家にやってきた！
　町青年団体連絡協議会では子どもたちに夢を贈ろう

と、１２月２４日のクリスマスイブに会員がサンタク

ロースに扮し、町内の家庭にプレゼントを届ける訪問

事業を行いました。この事業はプレゼントを事前に預

かり、サンタが直接、子どもに手渡すもので、今年度

は４４軒から申し込みがありました。

　サンタの訪問を待ち望んでいた子どもたちは、みん

な駆け足で「いい子にしてたかな？」のサンタの問い

に目を輝かせながら、元気よく返事をしてプレゼント

を受け取りました。

町
の
動
き

【
11
月
】

３
日
（
金
）　

　

町
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会

　

町
文
化
祭

12
日
（
日
）　
　

　

消
防
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

14
日
（
火
）　
　

　

合
同
七
つ
子

【
12
月
】

３
日
（
日
）　
　
　

　

防
火
デ
ー
訓
練

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
で

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯

14
日
（
木
）　
　

　

第
４
回
定
例
議
会

31
日
（
日
）　
　

　

渚
の
火
祭
り
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　年末をしめくくったのは１２月３１日に行われた渚の火祭り。鬼面

太鼓や三味線の演奏がオープニングを飾り、新成人が大焚松に点火し

たと同時に花火が打ち上げられ、歓声が沸きました。

　また会場は、無料配布されたお餅や甘酒で体を温めながら、赤々と

燃え上がる５基の大焚松に木札を投げ込み、よい新年となるよう願い

を込める来場者で賑わいました。

※イルミネーションの電気料は定額の基本
　料金の範囲内で実施しています。

燃
え
上
が
る
大
焚
松 

 
 

�
渚
の
火
祭
り
�

　おんじゅくウォーターパークや砂丘橋では

１２月３日からイルミネーションが設置され、

御宿の夜を彩ります。クリスマスまではトナカ

イ、１月１１日からはラクダ像と伊勢えびに姿

を変え、３月３１日まで点灯します。

　これは、２月から行う千葉県とＪＲ６社がタ

イアップして全国から誘客をねらう「ちばデス

ティネーションキャンペーン（通称：ちばＤＣ）」

の特別企画として設置するもので、午後６時か

ら午後１０時まで点灯しています。

幻想的にきらめく
　　　イルミネーション

町内の20名の子どもたちも
イルミネーションの設置に
参加しました
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御宿町人事行政の運営等の状況の公表

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額

御宿町 40.9 歳 308,500 円 328,245 円 324,600 円

千葉県 44.7 歳 368,842 円 451,858 円 －

国 40.4 歳 328,477 円 － 381,212 円

　御宿町職員の給与や定員管理の状況について公正性、透明性を高めるため「御宿
町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき次のとおり公表します。

開始時刻 終了時刻 休　憩 休　息

8:30 17:30 12:00～13:00 ＿

①一般行政職 （平成１８年４月１日現在）

Ⅰ職員の勤務時間その他勤務条件の状況

降　任 免　職 休　職 降　級
＿ ＿ ＿ ＿

１勤務時間の状況について

Ⅱ職員の分限及び懲戒の状況
１職員の分限処分の状況について

Ⅲ職員の服務の状況

平均取得日数 消化率

８. 42 日 21.05%

育児休業

取得者数

部分休業

取得者数
うち両休業
取得者数

男性職員

女性職員 2

計 2 0 0

Ⅴ職員の福祉及び利益の保護の状況

　職員の健康状態の把握及び、健康障害や疾病の早期

発見のため、年 1回定期健康診査を実施している。

平成 18年度受診職員数　　　86名

Ⅵ勤務条件に関する措置の要求の状況

Ⅶ不利益処分に関する不服申し立ての状況

「該当案件なし」

「該当案件なし」

Ⅳ職員の研修及び勤務成績の評定の状況
　今の行政課題に斬新で柔軟かつ的確な対応ができ、質

の高い行政サービスを提供できる職員の育成を目指し、

内部研修で行政職員としての基本知識を、自治研修セン

ターにて各業務における専門知識の習得を目指し、研修

派遣を行っている。

　また、職員の勤務能率の発揮及び増進を図ることを目

的とし、6月 1日・12 月 1 日を基準日として職員の勤

務成績の定期評定を実施し、平成 18年度より勤勉手当

への反映を実施している。

区 分
住民基本
台帳人口
（17年度末）

歳出額Ａ
実質
収支

人件費Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
16年度の
人件費率

17年度 8,115 人
千円

3,728,482
　　千円

178,760
千円

911,039
24.4% 30.80%

(1) 人件費の状況（普通会計決算）
１ 総括

２ 職員の平均給与月額、初任給等の状況

戒　告 減　給 停　職 免　職
＿ ＿ ＿ ＿

２職員の懲戒処分の状況について

１  年次有給休暇の状況について (17 年）

２ 育児休業及び部分休業の状況について（17年度）

区　分
職員数
Ａ

給与費 一人当たり
給与費
Ｂ／Ａ給　料 職員手当

期末・
勤勉手当

計Ｂ

１７年度 110 
千円

390,692

千円

44,982

千円

160,538
千円

596,212
千円

5,420

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場

　　合の地方公務員の給与水準を示す指数である。

(4) ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

(2) 職員給与費の状況（普通会計予算）

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。

（注）２　職員数は平成 17年４月１日現在の数

(1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況

(3) 特記事項
　　管理職手当の減額措置（本来の支給率 7 級職給料月額の 10％・

　 6 級職給料月額の 5％）

　　　平成17年度　本来の支給率で計算された額から10％を減じて支給

　　　平成18年度　7級職は 10％を 7％に 6級職は 5％を 2％にて支給

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
平均給与月額
（国ベース）

御宿町 50.7 歳 268,500 円 285,309 円 279,818 円 

うち 清掃職員 50.4 歳 275,200 円 299,900 円 286,825 円 

うち 運転手 48.9 歳 282,100 円 309,400 円 308,100 円 

うち 給食調理員 50.1 歳 228,500 円 228,500 円 228,500 円 

千葉県 49.1 歳 329,474 円 379,474 円 ―

国 48.4 歳 286,500 円 ― 318,595 円 

②技能労務職

（注）１　「平均給料月額」とは、18年４月１日現在における各職種

　　　ごとの職員の基本給の平均である。 

（注）２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、

地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当

の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査におい

て明らかにされているものである。また、「平均給与月額（国

ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、

特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため

国家公務員と同じベースで再計算したものである。

（平成１８年４月１日現在）
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区　　分 御宿町 千葉県 国

一般行政職
大学卒 170,200 円 176,800 円 170,200 円

高校卒 138,400 円 142,800 円 138,400 円

技能労務職 高校卒 138,400 円 142,800 円 135,600 円

区　　分
経験年数
10年～15年

経験年数
15年～20年

経験年数
20年～25年

一般行政職
大学卒 263,600 円 306,600 円 349,400 円

高校卒 － 235,700 円 272,500 円

技能労務職 高校卒 － 210,000 円 244,100 円

人事行政の運営等の状況

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

１級 主事補 3人 4.70%

２級 主事 18人 28.6%

３級 主任主事 ７人 11.10%

４級 係長 11人 17.50%

５級 主査 5人 7.90%

６級 課長補佐・班長・会計室長・公民館長 11人 17.50%

７級 課長及び主幹・議会事務局長 8人 12.70%

３ 一般行政職の級別職員数等の状況

(1) 一般行政職の級別職員数の状況

（注）１　御宿町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数

　　  　である。

 　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的

　　  　な職務である。

支給実績（17年度決算） 8,209 千円

支給職員１人当たり平均支給年額
　　　　　　　　　　（17年度決算）

74,627 円

支給実績（18年度） 無支給

支給実績（平成 17年度決算） 650 千円

支給職員１人当たり平均支給年額（17年度決算） 18,571 円

職員全体に占める手当支給職員の割合（17年度） 31.8％

手当の種類（手当数） 4

手当の名称
主な支給

対象職員

主な支給

対象業務

左記職員に対

する支給単価

町税徴収手当
町税吏員

（税務会計課）
町税の徴収 日額 400 円

滞納処分従事手当
町税吏員

（税務会計課）
滞納処分業務 日額 400 円

行旅死亡人

取扱従事手当
保健福祉課職員

行旅死亡人の収容
埋葬及び遺体引渡
し業務

1 回 1,500 円

清掃業務手当 建設環境課作業員 清掃業務 1月 10,000 円

支　給　実　績 （平成 17年度決算） 995 千円

職員１人当たり平均支給年額
（平成 17年度決算）

9千円

支　給　実　績（平成 16年度決算） 6,028 千円

職員１人当たり平均支給年額
（平成 16年度決算）

55千円

 (4) 特殊勤務手当（平成 18年４月１日現在）

(5) 時間外勤務手当

(3) 地域手当（平成17年度における調整手当）

(2) 退職手当（平成 18年４月１日現在）

(2) 職員の初任給の状況

(3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（18年４月１日現在）

（18年４月１日現在）

(2) 昇給期間短縮の状況
「該当なし」

御宿町 千葉県 国
１人当たり平均支給額

（17年度）1,598 千円

１人当たり平均支給額

（17年度）― 千円
―

（17年度支給割合）

　期末手当　勤勉手当

　3.0月分　 1.45月分

（17年度支給割合）

　期末手当　勤勉手当

　3.0月分　 1.45 月分

　（2）月分　（0.75）月分

（17年度支給割合）

　期末手当　勤勉手当

　3.0月分　 1.45 月分

 （1.6）月分　(0.75 ）月分

（加算措置の状況）

　職務の級等による

　加算措置５～１５％

（加算措置の状況）

　職制上の段階、職務

　の級等による加算措置

（加算措置の状況）

　職制上の段階、職務の

　級等による加算措置

御宿町 国

（支給率）

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他の加算措置

１人当たり平均支給額

自己都合

21.00 月分

33.75 月分

47.50 月分

59.28 月分

勧奨・定年

27.30 月分

42.12 月分

59.28 月分

59.28 月分

（支給率）

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他の加算措置

自己都合

21.00 月分

33.75 月分

47.50 月分

59.28 月分

勧奨・定年

27.30 月分

42.12 月分

59.28 月分

59.28 月分

定年前早期退職特例

（2～ 20％加算）

－　千円27,961千円

（退職時特別昇給 ）

(1) 期末手当・勤勉手当

４ 職員の手当の状況

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、17年度に退

職した職員に支給された平均額である。

 

（18 年４月１日現在）
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5　特別職の報酬等の状況（平成 18 年 4月 1日現在）

6　職員数の状況

（各年 4月 1日現在）

（各年4月1日現在）

１７年
計画始期

１８年
１年目

１９年
２年目

２０年
３年目

計
―

（参考）
数値目標

一般行政
職員数 92 85 ―

増　減 -7 （　　％）

教　 育
職員数 13 13 ―

増　減 -1 （　　％）

消　 防
職員数 － － ―

増　減 （　　％）

公営企業
等 会 計

職員数 6 7 ―

増　減 1 （　　％）

計
職員数 111 105 ― 101 

増　減 -6 （　　％）

手 当 名 内容及び支給単価
国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（平成17年度決算）

支給職員１人当たり
　 平均支給年額
（平成17年度決算）

扶 養 手 当

●配偶者　１３，0００円
●配偶者以外の扶養親族２人目まで 1 人６，０００円３人
　目から 1人５，０００円
● 16歳から 22歳までの子 1人 5,000 円加算

同 10,516 千円 214,612 円

住 居 手 当

●借家の場合（家賃１２，０００円を超える）家賃の額に応
　じて支給（最高２７，０００円）
●持家の場合　１，０００円（新築後・購入後５年間
　４，３００円）

異
国は持ち家の場合支
給なし ( 新築・購入後
5年間は 2,500 円）

2,404 千円 63,263 円

通 勤 手 当

●交通機関を利用する場合
　運賃代４５，０００円までは全額支給それを越える部分に
　ついては、５，０００円を限度に半額支給
●自動車等を利用する場合
　通勤距離に応じて２，０００円～２０，９００円を支給

異
国は運賃代最高額
55,000 円  

3,248 千円 46,400 円

管理職手当
7級職１０%
7級職相当級８%
6級職及び保育所 5級職５%

異
国は職務の級等に応
じ８～ 25％ 9,220 千円 341,481 円

休日勤務手当
●休日等において正規の勤時間中に勤務を命ぜられた場合
●勤務１時間につき勤務１時間あたりの給与額の 135/100 同 4,246 千円 66,343 円

宿日直手当 1回　　4200 円 同 4,083 千円 65,854 円

(6) その他の手当（平成 18年 4月 1日現在）

区　　分 給料月額等

給
料
報
酬

町 長 532,000 円（760,000 円）

助 役 426,300 円（609,000 円）

議 長 270,000 円

副 議 長 226,000 円

議 員 215,000 円

期
末
手
当

町 長
助 役

（平成 18年度支給割合）
　　　　4.40 月分

議 長
副 議 長
議 員

（平成 18年度支給割合）
　　　　3.25 月分

退
職
手
当

町 長
助 役

（算定方式）　　　　　　　　（1期の手当額）　（支給時期）
給料月額× 45/100 ×在職月数　11,491,200 円　任期毎
給料月額× 25/100 ×在職月数　 5,115,600 円　任期毎

職　員　数 対前年

増減数
主な増減理由

平成 17年 平成 18年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議 会 2 2

総 務 24 23 － 1 係の統合による減員

税 務 9 9 

農 林 水 産 5 4 － 1 課の統合による減員

商 工 5 4 － 1 課の統合による減員

土 木 8 6 － 2 課の統合による減員

民 生 25 24 － 1 係の統合による減員

衛 生 14 13 － 1 係の統合による減員

計 92 85 － 7
＜参考＞
人口 1,000 人当たり職員数　10人

教 育部門 12 12

消 防 部門

小 　 計 104 97 － 7
＜参考＞
人口 1,000 人当たり職員数　11人

公
営
企
業
等

会
計
部
門

水 道 3 3

そ の 他 3 4 1 係の統廃合による増員

小 計 6 7 1

合　　計
110
[115］

104
[115］

－ 6
[  －  ］

＜参考＞

人口 1,000 人当たり職員数　12人

(2) 年齢別職員構成の状況（平成 18 年４月１日現在）

(3) 定員管理の数値目標及び進捗状況

計画期間
数値目標

始　　期 終　　期

平成 17年 4月 1日 平成 22年 3月 31日 10 名純減

（参考）御宿町における定員管理の数値目標

②定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要

(1) 部門別職員数の状況と主な増減理由

１　職員数は一般職に属する職員数である。
２　[　] 内は、条例定数の合計である。

（注）
（注）１. 計画期間は、17年～ 22年の５年間である。  ２.（　％）内の数
値は、数値目標に対する進捗率を示す。３. 増減は、各年の欄にあって
は対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては計画 1年目以降現年まで
の職員増減数の累計を示す。

平成 17年 4月 1日
職員数

平成 22年 4月 1日
職員数

純減数 純減率

111 人 101 人 10 人 9％

区　分
部　門

①平成 17年４月１日～平成 22年４月 1日におけ
　る定員管理の数値目標 １　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。（平成18年度30％減額）

２　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づ
　　き、1期（４年＝ 48月）勤めた場合における退職手当の見込額である。

（注）

区分
20
歳
未満

20歳

～

23 歳

24 歳

～

27 歳

28 歳

～

31 歳

32 歳

～

35 歳

36 歳

～

39 歳

40 歳

～

43 歳

44 歳

～

47 歳

48 歳

～

51 歳

52 歳

～

55 歳

56 歳

～

59 歳

60
歳
以上

計

職員数 0 人 2人 8人 8人 18人 7 人 10 人 12人 9 人 19 人 11人 0 人 104 人

区　分
部　門

人事行政の運営等の状況
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　平成 18 年 10 月から障害者自立支援法が全面施行されました。

　障害者自立支援法に基づく「地域生活支援事業」は、市町村が地域の実情に応じて障害者を総合的に支援する体制を
つくり、事業を実施するものです。

　障害福祉サービス、自立支援医療、補装具などの「自立支援給付」とともに、自立支援法による総合的な自立支援シス
テムの一翼を担っています。

事 　 業 　 名 サ ー ビ ス 内 容

相 談 支 援 事 業
障害者等からの相談に応じ、必要な情報提供をしたり、権利擁護のための必要な
援助を行います。

成年後見制度利用支援事業
判断能力が十分でない高齢者、知的障害者及び精神障害者の権利擁護の促進を目
的としています。

手 話 通 訳 者 派 遣 事 業
聴覚、言語、音声機能その他の障害のために意思疎通を図ることに支障がある障
害者等に対し、手話通訳を必要とする場合に手話通訳者を派遣します。

日 常 生 活 用 具 給 付 事 業
在宅の重度身体障害者（児）に対し、日常生活用具を給付又は貸与することにより、
日常生活の便宜を図ります。

点 字 図 書 給 付 事 業 視覚障害者に対し点字図書を給付することにより、情報の入手を容易にします。

移 動 支 援 事 業
屋外での移動に困難がある障害者（児）について、外出のための支援を行うこと
により、障害者等の地域での自立生活及び社会参加を促進します。

地域活動センター機能強化事業
専門職員を配置し、医療・福祉及び地域の社会基盤との連携強化のための調整・
地域住民ボランティア育成・障害に対する理解促進を図るための普及啓発等の事
業を実施します。

寝たきり身体障害者等移動入浴車派遣事業
重度の身体障害等のため、家庭において入浴することが困難なねたきり身体障害
者等に対し、定期的に移動入浴車を派遣します。

障害者（児）日中一時支援事業
障害者等を一時的に預かることにより、日中活動の場を提供し、見守り及び社会
に適応するための日常的な訓練等を行います。

障害者自動車運転免許取得費助成事業
身体障害者及び知的障害者が自動車免許を取得する場合に要する経費の一部を助
成します。

身体障害者用自動車改造費助成事業
重度身体障害者が就労等に伴い、障害者自らが所有し自動車を改造する場合に、
改造に要する経費を助成します。

更 生 訓 練 費 支 給 事 業
身体障害者更生援護施設の入所者に対し、更生訓練費を支給し社会復帰の促進を
図ります。

事業の対象者や利用手続き等、詳しくは保健福祉課福祉事業班（℡６８－６７１６）までお問合わせください。

≪自立支援システム≫

◆ 御宿町地域生活支援事業一覧 ◆

自立支援給付

・ 障害福祉サービス

・ 自立支援医療

・ 補装具 

障害者・児

地域生活支援事業

・ 相談支援事業

・ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ支援

・ 移動支援事業 等

いすみ市 大原郵便局前

(有）いまぜき塗装工業
TEL�62-0445

塗装工事、塗料卸・小売

障害福祉　地域生活支援事業福祉
ワンポイント
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不
法
投
棄
一
掃
に

　
　
　
　
　
　

ご
協
力
を

建
築
工
事
・
宅
地
建
物
取
引
の

　
　
　
　
　
　

ト
ラ
ブ
ル
は
！

た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
紛
失
し

た
り
、
盗
難
の
被
害
に
遭
い
、
犯

罪
に
使
わ
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

《
使
い
残
し
た
弾
や

　
　
　
　

火
薬
類
の
措
置
方
法
》

○
射
撃
場
で
射
撃
練
習
を
し
て
消

費
し
ま
し
ょ
う
。

○
銃
砲
火
薬
店
な
ど
へ
譲
渡
し
ま

し
ょ
う
。(

法
の
定
め
に
よ
る

｢

譲
渡
の
許
可｣

が
必
要
で
す)

▼
問
い
合
わ
せ　

最
寄
り
の
警

察
署
生
活
安
全
課
ま
た
は
警
察

本
部
風
俗
保
安
課　

℡
０
４
３

-

２
２
７-

９
１
３
１
（
内
線

３
０
５
６
）

　

県
で
は
、
建
設
工
事
請
負
契
約

や
宅
地
建
物
取
引
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
の
相
談
も
事
前
に
予
約
が
必
要

で
す
。

▼
建
設
工
事
紛
争
相
談
所

○
日
時　

火
曜
日

13
時
〜
16
時

※
専
門
家(

弁
護
士
お
よ
び
建

築
士)

に
よ
る
相
談
で
す

▼
宅
地
建
物
取
引
に
係
る
契
約
前

の
事
前
相
談

○
日
時　

月
曜
日

　

10
時
〜
16
時

地
を
貸
す
と
き
に
契
約
相
手
を
十

分
に
確
認
す
る
と
と
も
に
、
自
分

の
土
地
の
管
理
も
徹
底
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
な
く
し
、
私
た
ち

の
大
事
な
ふ
る
さ
と
を
守
っ
て
い

く
た
め
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
法
投
棄
の
疑
い
の
あ
る
不
審
な

車
両
・
現
場
を
見
か
け
た
ら
、
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
連
絡
先　

産
廃
・
残
土
県
民

ダ
イ
ヤ
ル(

夜
間
・
休
日)　

０
４
３-

２
２
３-

３
８
０
１

　

千
葉
県
産
業
廃
棄
物
課　

　

℡ 

０
４
３-

２
２
３-

２
６
８
４

　

各
県
民
セ
ン
タ
ー
の
監
視
担
当

課
ま
た
は
町
建
設
環
境
課

　

本
年
度
の
狩
猟
期
間
は
、
２
月

15
日(

木)

で
終
了
し
ま
す
。

　

使
わ
ず
に
残
っ
て
し
ま
っ
た
弾

や
火
薬
類
を
、
自
宅
な
ど
に
置
い

　

県
・
市
町
村
に
よ
る
監
視
指

導
や
警
察
の
取
り
締
り
な
ど
に
よ

り
、
大
規
模
な
産
業
廃
棄
物
の
不

法
投
棄
は
、
大
幅
に
減
少
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
建
物
解
体
物
や
畳

な
ど
を
ダ
ン
プ
で
不
法
投
棄
す
る

小
規
模
な｢

捨
て
逃
げ
型｣

の
不

法
投
棄
は
、
依
然
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
、
不
法
投
棄
の
根

絶
に
向
け
監
視
体
制
を
強
化
し
、

監
視
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

千
葉
県
か
ら
不
法
投
棄
を
な
く

す
た
め
に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り

が
、不
法
投
棄
は｢

し
な
い｣｢

さ

せ
な
い｣｢

許
さ
な
い｣

と
い
う
気

持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
土
地
の
所
有
者
は
、
土

狩
猟
用
の
弾
な
ど
は

　

残
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

▼
宅
地
建
物
取
引
に
係
る
紛
争
相
談

○
日
時　

月
〜
金
曜
日

　

９
時
〜
16
時

▼
問
い
合
わ
せ　

千
葉
県
建
設
・

不
動
産
業
課(

建
設
工
事
紛
争

相
談
所) 

℡
０
４
３-

２
２
３

-

３
１
０
８　

(

宅
地
建
物
取

引
相
談) 

℡
０
４
３-

２
２
３-

３
２
８
５

　

イ
チ
ゴ
狩
り
や
、
東
金
青
年

の
家
で
の
貝
や
枝
を
使
っ
た
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
作
り
な
ど
で
、
早
春
の

九
十
九
里
を
楽
し
み
ま
す
。

九
十
九
里
浜

　
　
　

ま
る
ご
と
体
験（
早
春
）

▼
対
象　

小
学
生
以
上
の
方

(

小
学
生
は
保
護
者
同
伴)

▼
日
時　

２
月
24
日(

土)

　

８
時
〜
16
時

▼
会
場　

県
立
手
賀
の
丘
少

年
自
然
の
家(

集
合)

、
東
金

市
・
九
十
九
里
町
周
辺

▼
定
員　

30
人(

申
込
先
着
順) 

▼
参
加
費　

１
６
０
０
円(

イ
チ

ゴ
狩
り
代
な
ど)

▼
申
込
方
法　

電
話 

※
２
月
６

日
（
火
）
９
時
か
ら
受
付
開
始

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

千

葉
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然

の
家　

℡
０
４-

７
１
９
１-

１
９
２
３
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火災件数 0（3）   救急件数 36（430）
（　）内は1月からの累計（平成18年12月中）

御宿分署の出動状況

8,158人（－40） 男 3,871人 女 4,287人
世帯数 3,367  （平成18年12月31日）

人の動き

発生件数 31  死者数 ０  負傷者数 41
(平成18年１月１日～12月31日現在）

交通事故発生状況

乗車人数199（2,441） 
（　）内は1月からの累計（平成18年12月中）

町民バス利用状況

出生 4　死亡 7 

慶弔（12月届）

貯水率 100％  有効貯水量 579,000
（平成18年12月20日現在）

ダムの貯水状況

㎥

【御宿俳壇】俳句愛好会

第
１
句
目
、
賑
わ
っ
た
朝
市
も
少
し
寂
し
さ
を
感
じ
る
中
に

も
温
か
さ
の
あ
る
朝
の
風
景
。
第
２
句
目
、
子
供
た
ち
を
し

か
と
教
え
る
作
者
の
心
境
。
第
３
句
目
、
海
岸
に
て
の
網
の

手
入
れ
に
い
そ
し
む
父
子
の
情
景
。（
石
田
）

　兼題（着ぶくれ) ※兼題とは、俳句の題のこと

評

着
ぶ
く
れ
て
売
り
手
買
ひ
て
の
朝
の
市　

押
元　

益
枝

一
と
言
の
台
詞
ど
き
ど
き
聖
夜
劇　
　
　

大
曽
根
利
枝

着
ぶ
く
れ
て
網
を
つ
く
ろ
ふ
父
子
か
な　

鶴
岡　

徳
治

潮
の
香
の
ツ
リ
ー
ま
た
た
く
聖
夜
か
な　

岡
本　

俊
康

山
茶
花
の
雨
と
な
り
た
る
一
街
区　
　
　

小
野　

玲
子

一
茶
忌
や
三
坪
の
畑
の
菜
を
洗
ふ　
　
　

嵯
峨　

通
恵

着
ぶ
く
れ
て
昨
日
の
こ
と
は
忘
れ
を
り　

大
谷　
　

仲

着
ぶ
く
れ
て
海
な
が
め
ゐ
る
老
の
我　
　

岡
田
ま
さ
し

寄
鍋
に
そ
そ
ぎ
こ
ま
れ
し
目
と
目
か
な　

岡
山　
　

守

長
ば
な
し
と
ぎ
れ
ぬ
ま
ゝ
の
日
向
ぼ
こ  

秋
葉
喜
美
江

電
線
に
な
ら
び
つ
ら
ね
て
寒
雀　
　
　

桜
谷　

敬
蔵

あ
ち
こ
ち
に
水
仙
咲
き
て
と
ま
ど
へ
り  

福
薗
千
鶴
子

カ
ラ
オ
ケ
の
忘
年
会
や　

唱
す　
　
　

菊
池　

武
夫

冬
晴
や
こ
ゝ
ろ
も
軽
し
散
歩
み
ち　
　

姫
野　

千
晴

年
の
瀬
の
路
地
に
声
あ
り
浦
は
閑　
　

石
田
ゆ
き
緒

　2007 年を迎え、町では成人式が執り行われました。

20 歳は社会的に大人として見られ、これまで経験し

たことのないことが待ち受けていると思います。

　また、中学３年生、高校３年生は人生の分岐点とも

いえる進路が決定される時期になり、受験生にとって

は一番きつい時かもしれません。

　しっかりした目標を持ち、また最後まで諦めずに目

標に向かって突き進んでいってください。（石井）

魚介のダシ香る

いすみ市大原 9246 国道128号沿 ミニストップ隣

11:00～14:30 17:00～21:00
月曜定休TEL 0470-62-8980m(__)m 麺・スープ

なくなり次第終了
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　いすみ市岩船出身で、高い技量を持ちながら外国生活が

長かったため、評価されないまま生涯を閉じた、一人の

洋画家の埋もれていた足跡をたどる展覧会。

○ 期　　　間　：　平成 19年４月 17 日（火）まで　水曜日休館

○ 場　　　所　：　月の沙漠記念館企画展示室

○ 時　　　間　：　午前９時～午後４時 30分

○ 問い合わせ　：　月の沙漠記念館　TEL　０４７０－６８- ６３８９

－房総から世界へ－

石井光楓の軌跡
月の沙漠記念館
新春特別企画展

農家の庭先


